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早口一分館で文化の祭典
早口一分館祭(11月12日、13日）

田
代
地
域
の
「
早
口
一
分
館
」
で
、
早
口
一
分
館
祭
が
開
か
れ

ま
し
た
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
絵
や
写
真
な
ど
の
展
示
と
映
写
会
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
親
子
で
楽
し
む
工
作
教
室(

写
真)

で
は
、

参
加
者
た
ち
が
先
生
の
手
元
を
見
な
が
ら
一
生
懸
命
作
品
を
作
っ

て
い
ま
し
た
。

第18回市民綱引き大会は、樹海体育館を会
場に、小学生男子４チーム、女子５チームが
参加して行われました。試合結果は、男子は
扇田とっと、女子は南小My Revolutionがそれ
ぞれ予選から負け無しで優勝を飾りました。
一般男子では、全県大会優勝の経験もある田
代ふるさとも登場。観戦している一般客との
交流戦も行われ、大いに会場を沸せていまし
た。

古
式
ゆ
か
し
く

平
安
の
音
色

雅
楽
の
夕
べ(

11
月
３
日
）

男
子
は
扇
田
小
、
女
子
は
南
小
が
優
勝

第
18
回
市
民
綱
引
き
大
会(

11
月
13
日
）

比
内
芸
術
文
化
協
会(

佐
藤
俊
雄
会

長)

の
文
化
の
日
特
別
事
業
と
し
て

「
雅
楽
の
夕
べ
」
が
、
比
内
福
祉
保
健

総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。
雅

楽
は
日
本
古
来
の
音
楽
や
舞
、
平
安
時

代
に
作
ら
れ
た
歌
曲
を
含
め
た
総
称

で
、
１
、
２
０
０
年
以
上
も
形
を
変
え

る
こ
と
無
く
受
け
継
が
れ
、
合
奏
音
楽

と
し
て
は
世
界
最
古
と
言
わ
れ
ま
す
。

こ
の
日
演
奏
し
て
く
れ
た
の
は
、
北
秋

雅
楽
会(

長
岡
博
司
会
長)

の
メ
ン
バ
ー

９
人
で
、
平
安
装
束
に
身
を
包
み
、
黒

田
節
の
原
曲
と
し
て
有
名
な
越え

天
楽

て
ん
ら
く

ほ

か
３
曲
を
披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

田代太鼓が
成人式を迎えました
田代太鼓振興会創立20周年記念式典(11月３日）

田
代
太
鼓
振
興
会(

佐
藤
友
司
会
長)

の

創
立
20
周
年
記
念
式
典
が
総
合
開
発
セ
ン

タ
ー(

早
口)

で
行
わ
れ
、
県
内
外
か
ら
参

集
し
た
約
１
０
０
人
の
関
係
者
が
、
会
の

成
人
式
を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

式
典
の
中
で
、
佐
藤
会
長
か
ら
功
労
者

の
佐
藤
弘
さ
ん
、
白
根
久
雄
さ
ん
に
表
彰

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
祝
賀
会
が
開
か
れ
、
同
振
興

会
の
子
供
太
鼓
や
出
席
し
た
団
体
の
共
演

も
行
わ
れ
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。


